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も
う
す
ぐ
秋
10
月
を
迎
え
、
読
書
に
、
文

化
に
親
し
む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時

期
、
教
育
委
員
会
で
は
、
歴
史
・
文
化
財
に

関
わ
る
公
開
、
講
演
会
、
講
座
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
10
月
16
日
（
日
）
に
は
、
民
俗
芸

能
大
会
が
区
民
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。
深
川
や
砂
町
で
生
ま
れ
、
江
戸

時
代
の
粋
を
い
ま
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
26
日
（
水
）
か
ら
始
ま
る
文
化
財

講
習
会
で
は
、「
江
東
区
の
近
代
遺
産
と
ま

ち
づ
く
り
」
と
銘
打
っ
て
、
講
演
会
・
講
習

会
を
行
い
ま
す
。
江
東
区
は
、
関
東
大
震
災

と
戦
災
に
よ
っ
て
、
多
く
の
文
化
財
を
失
い

ま
し
た
。
そ
の
中
を
く
ぐ
り
抜
け
、
現
在
に

遺
る
建
造
物
（
建
物
や
橋
梁
な
ど
）
を
近
代

遺
産
と
い
い
ま
す
。
建
物
自
体
に
価
値
が
あ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の

よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
と
い
う
活
用
の
視

点
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
震
災
復
興
の
観
点
か

ら
、
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
で
も
、
旧
東
京
市

深
川
食
堂
に
関
す
る
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

ど
の
事
業
も
江
東
区
の
歴
史
と
文
化
を
知

る
上
で
、
貴
重
な
機
会
と
い
え
ま
す
。
民
俗

芸
能
で
江
戸
を
堪
能
し
、
文
化
財
講
習
会
で

震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
聞
き
、
そ
し
て

歩
き
（
文
化
財
め
ぐ
り
）、
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
次
頁
以
降
で
す
。
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江
東
区
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
民
俗
芸
能
を

一
挙
公
開
い
た
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
江
戸
時

代
に
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
、
数
百
年
も
の
間
、

人
か
ら
人
へ
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
保
存
会
、
睦
会
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
の
研
鑽
に
よ

り
、
磨
き
抜
か
れ
た
技
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

【
会
場
】
都
立
木
場
公
園

【
時
間
】
11
時
〜
15
時
45
分

【
演
目
】

■
11
時
〜
12
時
30
分

木
場
の
角
乗

（
東
京
木
場
角
乗
保
存
会
）

　

木
場
の
筏
師
（
川
並
）
の
仕
事
の
余
技
か

ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
水
に
浮
か
べ
た
角
材
の

う
え
で
、
様
々
な
技
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

■
13
時
〜
15
時
45
分

木
場
の
木
遣

（
木
場
木
遣
保
存
会
）

　

木
遣
は
、

木
場
の
川
並

が
材
木
を
押

し
、
引
く
時

に
、
息
を
合

わ
せ
る
た
め

に
、
掛
け
声

の
よ
う
に
即

興
の
詩
を
つ

け
て
歌
っ
た

も
の
で
す
。

木
場
の
木
遣
念
仏

（
木
場
木
遣
保
存
会
）

　

戦
前
ま
で

あ
っ
た
永
代

講
（
川
並
・

船
頭
・
材
木

屋
な
ど
）で
、

仲
間
の
家
に

不
幸
が
あ
っ

た
時
、
行
っ

た
念
仏
で

す
。

砂
村
囃
子

（
砂
村
囃
子
睦
会
）

　

享
保
年
間
（
１
７
１
６
〜
）
に
香
取
明
神

社
（
現
、
葛

西
神
社
）
の
神

官
に
よ
っ
て
近

隣
農
村
に
広
め

ら
れ
た
と
い
わ

れ
、
祭
礼
・
祝

儀
の
場
で
演
奏

さ
れ
ま
す
。

富
岡
八
幡
の
手
古
舞

（
富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会
）

　

富
岡
八
幡
宮

の
3
年
に
1
度

の
大
祭
の
時
、

神
輿
行
列
の
先

頭
に
立
っ
て
、

木
遣
り
を
唄
い

な
が
ら
練
り
歩

く
も
の
で
、
装

束
は
男
装
姿
で

す
。
特
に
所
作
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
手

古
舞
は
、
地
元
の
有
志
の
み
な
さ
ん
が
つ
と

め
て
い
ま
す
。

深
川
の
力
持

（
深
川
力
持
睦
会
）

　

江
戸
時
代
か
ら
倉
庫
街
で
あ
っ
た
佐
賀
町

あ
た
り
で
、
米
俵
や
酒
樽
な
ど
の
運
搬
か
ら

発
生
し
た
余
技
で
す
。
そ
こ
に
、
力
自
慢
が

加
わ
り
、
芸
能
と
し
て
発
達
し
ま
し
た
。
砂

村
囃
子
の
お
囃
子
に
合
わ
せ
、
小
桶
・
木
箱
・

長
柄
・
脚
立
、
小
舟
な
ど
を
用
い
て
技
を
披

露
し
ま
す
。

江
戸
の
粋

10
月
16
日（
日
）

江
東
区

　
民
俗
芸
能
大
会

永代通り

東京メトロ東西線

都営新宿線

工匠壱番館・弐番館
（森下文化センター）

小名木川

深川不動尊
富岡八幡宮

菊川

新大橋通り

清洲橋通り深川
江戸資料館

森下
深川
神明宮

森下五丁目
バス停

木場四丁目
　　　バス停

霊厳寺

葛西橋通り

清澄
白河

木場

親水館

高橋のらくろロード

高
橋

東
京
都
現
代
美
術
館

木
場
公
園

木
場
公
園

都
営
大
江
戸
線

三
ツ
目
通
り

大
門
通
り

海
辺
橋

清
澄
通
り

木
場
親
水
公
園

ふれあい広場ふれあい広場

入口広場入口広場

会場
●都立木場公園（木場4丁目）入口広場・
ふれあい広場
交通　
●地下鉄東西線「木場駅」下車徒歩5分　
●地下鉄大江戸線「清澄白河駅」・地下鉄
新宿線「菊川駅」下車徒歩15分　

●都バス 業10 〔業平橋駅前～新橋〕木場4
丁目下車
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街
中
で
、
こ
れ
ち
ょ
っ
と
古
い
な
と
思
う

建
物
や
橋
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
本
区
の
近
代
史
を
物
語
る
近
代
遺

産
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

都
市
の
景
観
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
時
の
流
れ
に
取

り
残
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
古
い
建
物
が

建
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
歴
史
を
追
え
ば
、
地

域
の
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　

文
化
財
講
習
会
で
は
、
区
内
に
残
さ
れ
た

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
造
ら
れ
た
建
造
物
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
移
り
変
わ
る
街
並
み
の

な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
保
護
し
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
が
出
来
る
の
か
を

考
え
ま
す
。

産
業
遺
産
の
再
生
活
用
で

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

講　

師　

大
内 

浩
（
芝
浦
工
業
大
学
教
授
）

日　

時　

10
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

会　

場　

深
川
江
戸
資
料
館
２
階
小
劇
場

（
白
河
１
│
３
│
28
）

内　

容　

豊
洲
開
発
で
の
成
果
と
未
解
決
課

題
／
ボ
ス
ト
ン
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど

の
海
外
事
例
か
ら
学
ぶ
／
江
東
の

産
業
遺
産
活
用
の
ア
イ
デ
ア
と
実

現
方
策

費　

用　

無
料

定　

員　

１
８
０
人
（
先
着
順
）

申　

込　

当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
下
さ
い
。

①
江
東
区
の
震
災
復
興
と
近
代
遺
産

講　

師　

江
東
区
文
化
財
専
門
員

日　

時　

11
月
２
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

会　

場　

深
川
江
戸
資
料
館
地
階
レ
ク
ホ
ー
ル

（
白
河
１
│
３
│
28
）

内　

容　

大
正
12
年
、
江
東
区
は
関
東
大
震

災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
復
興
の
な
か
で
、
現
在
の
街

並
み
の
骨
格
が
定
ま
り
、
災
害
に

強
い
建
物
や
橋
が
造
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
近
代
遺
産
は
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
、
街
並
み
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
近
代

遺
産
を
紹
介
し
、
そ
の
保
護
と
活

用
を
考
え
ま
す
。

②
文
化
財
め
ぐ
り
〜
近
代
遺
産
を
歩
く

ガ
イ
ド　

江
東
区
文
化
財
保
護
推
進
協
力
員

日　

時　

11
月
６
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分
の
間

で
約
２
時
間
30
分
歩
き
ま
す
。

内　

容　

清
澄
・
佐
賀
・
福
住
に
残
る
近
代

遺
産
を
め
ぐ
り
ま
す
。

集　

合　

深
川
江
戸
資
料
館
地
階
レ
ク
ホ
ー
ル

（
白
河
１
│
３
│
28
）

解　

散　

深
川
東
京
モ
ダ
ン
館

（
門
前
仲
町
１
│
19
│
25
）

コ
ー
ス　

清
洲
寮
↓
旧
東
京
市
営
店
舗
向
住

宅
↓
清
澄
庭
園
周
辺
↓
中
之
堀
倉

庫
街
↓
佐
賀
町
河
岸
通
り
↓
食
糧

ビ
ル
跡
↓
旧
東
京
市
深
川
食
堂

（
現
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
）

雨
天
時　

注
意
報
・
警
報
発
令
の
際
に
は
、

ス
ラ
イ
ド
上
映
と
な
り
ま
す
。

※
①
②
共
通

定　

員　

30
人（
①
②
と
も
参
加
で
き
る
方
。
抽
選
）

費　

用　

無
料

申　

込　

往
復
葉
書
に
、「
文
化
財
講
座
希

望
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
１
３
５
│
８
３
８
３

　
　
　
　

東
陽
４
│
11
│
28　

区
役
所
文
化

観
光
課
文
化
財
係
へ

〆　

切　

10
月
12
日
（
水
）
必
着

ガ
イ
ド　

江
東
区
文
化
財
ガ
イ
ド
員

日　

時　

10
月
29
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
１
時
間
毎
５
便
運

行（
正
午
〜
午
後
１
時
の
間
は
休
み
）

内　

容　

関
東
大
震
災
の
復
興
橋
り
ょ
う
を

船
で
め
ぐ
り
ま
す
。

航　

路　

黒
船
橋
乗
船
場
↓
大
横
川
↓
平
久

川
↓
仙
台
堀
川
↓
大
横
川
↓
小
名

木
川
↓
隅
田
川
↓
黒
船
橋
乗
船
場

（
約
45
分
）

※ 

詳
細
・
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、
深
川
東

京
モ
ダ
ン
館
（
５
６
３
９
│
１
７
７
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
江
東
区
の
近
代
遺
産
と

ま
ち
づ
く
り
」

「
江
東
区
の
近
代
遺
産
と

ま
ち
づ
く
り
」

文
化
財
講
習
会

〔
講
演
会
〕

〔
文
化
財
講
座
〕

「
震
災
復
興
橋
め
ぐ
り
」

「
震
災
復
興
橋
め
ぐ
り
」

深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
主
催

文
化
財
講
習
会
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業

豊洲の造船所　昭和30年頃

震災復興橋りょうの一つ
福寿橋（大横川）昭和4年竣工
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大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
9
月
1
日
に
起

き
た
関
東
大
震
災
は
、
東
京
の
み
な
ら
ず
関

東
や
東
海
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
こ
の
震
災
後
、
政
府
は
帝
都
復
興
院

を
設
立
し
、
本
格
的
な
復
興
に
着
手
し
ま
す
。

江
東
区
域
で
は
、
区
画
整
理
や
道
路
の
新
設
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
住
宅
や
学
校
な

ど
の
建
築
が
相
次
い
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
大
正
7
年
の
米
騒
動
以
来
、
米
価
安

定
と
い
わ
ゆ
る
零
細
民
救
済
の
た
め
公
営
食

堂
の
設
置
が
計
画
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
震

災
以
降
に
本
格
化
し
、昭
和
7
年（
１
９
３
２
）

に
東
京
市
深
川
食
堂
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
向
山
伸
子
「
市
民
の
食
生
活
を
支
え

た
市
設
食
堂
」『
下
町
文
化
』
№
２
４
７
を
参

照
）。
深
川
食
堂
は
、
構
造
物
と
し
て
強
固
な

だ
け
で
な
く
、
特
徴
的
な
丸
窓
や
玄
関
や
階

段
部
に
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
を
つ
け
る
な
ど
、

当
時
の
新
し
い
建
築
様
式
を
取
り
入
れ
た
も

の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
新
し
い
様
式
は
、

建
築
の
み
な
ら
ず
社
会
生
活
や
風
俗
に
も
同

様
に
波
及
し
、「
昭
和
モ
ダ
ン
」
と
呼
ば
れ
る

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
モ
ダ
ン
は
、
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
や

シ
ャ
ン
ソ
ン
な
ど
と
い
っ
た
最
新
の
西
洋
文

化
の
摂
取
に
と
ど
ま
ら
ず
、
竹
久
夢
二
や
江

戸
川
乱
歩
な
ど
の
独
特
な
世
界
観
も
登
場
さ

せ
ま
し
た
。
生
活
様
式
も
変
化
し
、
女
性
は

日
本
髪
・
和
服
和
装
か
ら
洋
服
・
帽
子
へ
と

装
い
を
変
え
、
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
と
称
さ
れ
る

人
も
現
れ
ま
し
た
。
食
事
も
同
様
で
、
カ

レ
ー
・
カ
ツ
レ
ツ
・
コ
ロ
ッ
ケ
に
代
表
さ

れ
る
洋
食
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
百
貨
店
（
デ
パ
ー
ト
）
と
呼
ば
れ
る
新

た
な
大
規
模
店
舗
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
併
設

さ
れ
、
明
治
35
年
（
１
９
０
２
）
に
は
、
銀

座
資
生
堂
薬
局
内
に
ソ
ー
ダ
・
フ
ァ
ウ
ン
テ

ン
（
現
資
生
堂
パ
ー
ラ
ー
）
が
誕
生
、
繁
華

街
で
も
カ
フ
ェ
や
喫
茶
店
が
営
業
を
開
始
し

ま
す
。
深
川
区
で
も
紙
問
屋
木
屋
源
が
喫
茶

部
を
設
置
し
て
い
ま
す
（
松
村
浩
士
「
コ

コ
に
も
歴
史
が
あ
っ
た
」『
下
町
文
化
』
№

２
４
３
）。

　

こ
の
よ
う
に
東
京
市
営
食
堂
に
と
ど
ま
ら

ず
、
公
衆
食
堂
と
呼
ば
れ
る
店
舗
や
施
設
が

登
場
し
ま
し
た
。
洋
食
や
中
華
な
ど
の
食
文

化
が
和
食
と
交
わ
り
、
日
本
の
食
文
化
も
少

し
ず
つ
変
化
を
遂
げ
て
い
き
ま
す
。
東
京
案

内
社
の『
欺
さ
れ
ぬ
東
京
案
内
』（
大
正
11
年
）

に
は
簡
易
食
堂
の
中
で
銀
座
三
越
と
白
木
屋

の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
取
り
上
げ
、「
こ
ん
な
便

利
で
軽
廉
な
喰
物
を
供
給
す
る
所
は
他
に
求

め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

東
京
市
営
食
堂
の
値
段
と
比
較
す
る
と
差
が

見
ら
れ
ま
す
（【
表
】
参
照
）。
ま
た
、
三
越

で
は
鰻
め
し
1
円
、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
40
銭
、

白
木
屋
で
も
ゆ
で
玉
子
20
銭
な
ど
の
料
理
も

あ
り
、
当
時
ラ
ー
メ
ン
1
杯
10
銭
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
か
な
り
高
価
で
あ
り
、
百
貨

店
を
利
用
す
る
人
々
は
そ
れ
な
り
に
経
済
的

に
豊
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

で
は
、
当
時
の
人
々
は
ど
の
よ
う
な
食
事

を
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
大
正
か
ら

昭
和
に
か
け
て
は
実
用
的
な
料
理
本
が
数
多

く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
カ
レ
ー

の
作
り
方
に
つ
い
て
、
赤
堀
割
烹
教
場
（
現

赤
堀
栄
養
専
門
学
校
）
の
創
立
者
赤
堀
峯
吉

が
記
し
た
『
和
洋
家
庭
料
理
法
』
を
も
と
に

見
て
い
き
ま
す
。「
ラ
イ
ス
カ
ル
レ
ー
」
は
、

肉
を
細
か
く
刻
み
、
20
分
ほ
ど
煮
た
後
に
玉

葱
、
芋
を
入
れ
、
カ
ル
レ
ー
粉
や
胡
椒
を
入

れ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
盛
り
つ

け
方
は
「
飯
と
肉
類
と
は
別
に
器
に
盛
る
も

よ
い
が
、
大
概
は
一
つ
の
器
に
盛
っ
て
」
お

く
の
が
美
味
と
な
る
と
あ
り
ま
す
。
使
う
肉

に
最
も
適
し
て
い
る
の
は
羊
肉
、
た
だ
し
日

本
人
の
口
に
合
う
の
は
鴨
や
鶏
、
ウ
サ
ギ
な

ど
と
し
、
野
菜
も
椎
茸
、
ク
ワ
イ
な
ど
を
入

れ
、
玉
子
を
割
り
か
け
る
と
一
層
お
い
し
く

な
る
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
わ
れ
わ
れ
が
食

べ
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
は
少
し
違
和
感
を
感

じ
る
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
深
川

食
堂
で
出
さ
れ
て
い
た
カ
レ
ー
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
は
不
明
で
す
が
、
目
新
し
い
料
理

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

10
月
22
日
（
土
）
よ
り
、
深
川
東
京
モ
ダ

ン
館
で
は
「
モ
ダ
ン
な
食
堂
へ
よ
う
こ
そ
」

と
題
し
、
旧
東
京
市
深
川
食
堂
に
ち
な
ん
だ

企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。「
食
欲
の
秋
」
で

も
あ
る
こ
の
機
会
に
、
是
非
一
度
ご
来
館
下

さ
い
。

（
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館　

副
館
長　

龍
澤 

潤
）

【表】東京市営食堂と百貨店食堂の値段比較
東京市営食堂 三越食堂 白木屋食堂

定食（甲）
朝10銭
昼･夜15銭

― ―

定食（乙）
朝8銭

昼･夜10銭
― ―

和洋食ランチ 50銭 ― 90銭
親子丼 30銭 50銭 ―
コーヒー 5銭 5銭 5銭
牛乳 5銭 10銭 10銭

※ 東京市営食堂は向山前掲論考、三越 ･白木屋食堂は『欺されぬ東京案内』（東京案内社　1932）より作成した。

昭
和
モ
ダ
ン
と
食
文
化

昭
和
モ
ダ
ン
と
食
文
化
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今
回
取
り
上
げ
る
町
は
、
隅
田
川
沿
い
に

南
北
に
長
く
展
開
し
た
佐
賀
町
で
す
。
同

町
は
、
以
前
（
二
五
一
号
）
取
り
上
げ
た

清
住
町
の
南
に
位
置
し
ま
す
。
元
禄
一
一

年
（
一
六
九
八
）
に
架
橋
さ
れ
た
永
代
橋
は
、

同
町
の
内
か
ら
日
本
橋
に
架
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
意
味
で
、
同
町
は
深
川
南
部
の
物

流
の
結
節
点
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
堀
割
の

多
い
深
川
南
部
に
あ
っ
て
、
南
北
に
細
長
い

佐
賀
町
は
、
橋
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
上
・
中
・
下
之
橋
は
、
隅
田
川
に
流
れ

る
各
堀
割
の
河
口
部
に
架
け
ら
れ
、
こ
の
地

域
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

佐
賀
町
の
歴
史

　

佐
賀
町
は
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
に

次
郎
兵
衛
、
藤
左
衛
門
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
頃
に
次
郎
兵
衛
町

と
藤
左
衛
門
町
が
一
町
と
な
り
、
町
名
が
佐

賀
町
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
町
の
北
に
位
置
す
る
清
住
町
、

南
に
展
開
す
る
相
川
町
・
熊
井
町
・
諸
町
・

冨
吉
町
・
黒
江
町
・
大
島
町
と
と
も
に
、
深

川
猟
師
町
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
猟
師
町
が
月

に
三
度
の
割
合
で
、
幕
府
に
魚
介
類
を
納
め
、

船
に
よ
る
幕
府
御
用
を
務
め
た
こ
と
は
、
清

住
町
で
も
記
し
ま
し
た
。
で
は
、
さ
っ
そ
く

町
内
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

町
内
を
歩
く

　

こ
こ
で
は
、『
御
府
内
備
考
』
を
も
と

に
、
佐
賀
町
の
北
の
端
に
架
け
ら
れ
、
清
住

町
と
結
ぶ
上
之
橋
①
か
ら
出
発
し
ま
す
。
ち

な
み
に
、
上
之
橋
は
、
仙
台
堀
の
河
口
部
に

架
け
ら
れ
た
橋
で
、
北
詰
は
仙
台
藩
の
蔵
屋

敷
で
し
た
。
こ
の
屋
敷
は
、
元
禄
一
一
年

（
一
六
九
八
）
に
御
用
地
と
し
て
召
し
上
げ

ら
れ
た
土
地
が
、
仙
台
藩
に
渡
り
、
建
設
さ

れ
た
と
あ
り
ま
す
。
仙
台
堀
と
は
里
俗
（
地

元
の
人
々
）
の
呼
称
で
、

蔵
屋
敷
が
あ
る
こ
と
か
ら

言
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
絵
図
1
を
見
る

と
、
上
之
橋
か
ら
南
に
走

る
、
往
来
の
両
側
に
町
名

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
往
来
を
挟
ん
で
隅

田
川
寄
り
が
河
岸
地
、
内

側
が
本
地
（
居
住
地
）
を

示
す
も
の
で
、
こ
の
あ
た
り
の
町
に
は
、
一

般
的
な
景
観
で
し
た
。
隅
田
川
を
右
に
見
な

が
ら
南
へ
歩
く
と
、
す
ぐ
に
中
之
橋
②
で
す
。

上
之
橋
か
ら
こ
の
橋
ま
で
が
上
佐
賀
町
で
、

橋
を
渡
る
と
中
佐
賀
町
で
す
。
橋
が
か
か
る

堀
割
は
、
中
之
堀
で
す
。
中
之
堀
は
、
鍵
状

に
折
れ
曲
が
っ
て
い
ま
す
が
③
、
こ
れ
は
開

発
当
初
の
名
残
と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
南
へ

歩
く
と
、
下
之
橋
④
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ

の
橋
を
渡
る
と
、
下
佐
賀
町
に
入
り
ま
す
。

中
之
橋
と
下
之
橋
は
、
と
も
に
町
境
で
し
た
。

下
佐
賀
町
に
は
、
近
辺
に
大
名
屋
敷
や
幕
府

の
御
船
手
組
屋
敷
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

上
之
橋
と
元
禄
期

　

こ
こ
で
は
、
三
橋
の
う
ち
、
上
之
橋
に
注

目
し
ま
す
。『
御
府
内
備
考
』
に
は
、
三
橋

の
架
か
る
堀
割
に
つ
い
て
、「
同
十
二
卯
年

四
月
中
御
普
請
御
奉
行
深
津
八
郎
右
衛
門
様

御
懸
り
ニ
而
、
上
之
橋
川
筋
新
規
堀
割
、
中

之
橋
下
之
橋
川
巾
堀
広
ケ
之
砌
、
当
町
地
面

千
七
百
四
十
四
坪
御
用
地
ニ
被
召
上
候
」
と

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
元
禄

一
二
年
（
一
六
九
九
）
四
月
に
御
普
請
奉
行

の
深
津
八
郎
右
衛
門
が
担
当
し
、
上
之
橋
の

川
筋
を
新
規
に
掘
っ
た
こ
と
、
そ
の
際
に

中
・
下
之
橋
の
川
筋
も
広
げ
た
こ
と
、
そ
の

た
め
佐
賀
町
の
土
地
一
七
四
四
坪
を
御
用
地

と
し
て
召
し
上
げ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
内
容
で
気
に
な
る
こ
と
は
、
上
之

橋
の
川
筋
を
新
ら
し
く
堀
っ
た
と
い
う
記
述

で
す
。
ど
こ
を
、
ど
の
よ
う
に
掘
っ
た
の
か
、

絵
図
2
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
延
宝

八
年
（
一
六
八
○
）
当
時
の
深
川
の
様
子
を

描
い
た
絵
図
で
、「
江
戸
方
角
安
見
図
」
と
い

い
ま
す
。
明
暦
の
大
火
後
、
木
置
場
は
現
在

の
佐
賀
・
永
代
・
福
住
付
近
に
移
り
ま
し
た
。

の
ち
、
元
禄
一
四
年
に
現
在
の
木
場
公
園
辺

り
に
移
る
前
の
こ
と
で
す
。
新
規
の
堀
割
と

は
、
隅
田
川
と
結
ぶ
た
め
切
り
開
か
れ
た
⑤

の
部
分
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
北
に
仙
台
藩
蔵

屋
敷
が
築
造
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
方
、
⑥
の
堀
割
は
、
埋
め
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
普
請
を
重
ね
、

絵
図
1
の
よ
う
な
地
域
構
造
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
佐
賀
町
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

上
・
中
・
下
の
三
橋
を
境
に
、
町
の
内
も
分

か
れ
て
い
た
の
は
興
味
深
い
と
い
え
ま
す
。

佐
賀
町
だ
け
で
な
く
、
深
川
全
体
の
堀
割
が

ど
の
よ
う
に
変
容
を
遂
げ
た
の
か
。
今
後
の

課
題
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

佐
賀
町

佐
賀
町

江
戸
の
町
内
探
訪
③

絵図1　「本所深川絵図」（嘉永5年.1852）

1

2

3

4

永
代
橋

絵図2　「江戸方角安見図」（国立国会図書館所蔵）

6

5
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現
在
、
屋
外
に
あ
る
区
指
定
・
登
録
文
化

財
（
有
形
文
化
財
、
お
よ
び
史
跡
に
あ
る
墓

石
・
玉
垣
な
ど
が
あ
る
史
跡
）
は
全
部
で

５
７
２
件
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
東
日

本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
文
化
財
保
護
推
進
協

力
員
の
み
な
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

て
全
件
の
震
災
被
害
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
成
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

表
1
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
５
７
２
件
の
屋

外
に
あ
る
区
指
定
・
登
録
文
化
財
の
う
ち
、

全
体
の
9
割
以
上
の
文
化
財
に
は
被
害
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
被
害
を
受

け
て
し
ま
っ
た
文
化
財
も
、
す
で
に
半
数
以

上
が
修
復
済
、
あ
る
い
は
修
復
中
で
す
（
な

お
、
表
の
数
字
は
平
成
23
年
7
月
15
日
時
点

の
も
の
で
す
）。

　

被
害
状
況
は
倒
壊
が
合
計
28
件
で
、
被
害

件
数
の
７
割
強
に
あ
た
り
ま
す
。
文
化
財
の

形
態
と
し
て
は
、
石
造
燈
籠
の
被
害
が
目
立

ち
ま
す
（
表
2
）。
石
造
燈
籠
は
、
構
造
上
、

地
震
に
は
あ
ま
り
強
く
な
い
よ
う
で
す
。

　

写
真
1
は
、
志し

演の
ぶ

神
社
（
北
砂
2
―
1
―

37
）
の
「
石
造
燈
籠　

明
治
39
年
在
銘　

一

対
」（
区
登
録
有
形
文
化
財　

建
造
物
）
の

震
災
後
の
写
真
で
す
。
一
対
の
燈
籠
の
う
ち
、

拝
殿
に
向
か
っ
て
左
側
の
燈
籠
だ
け
倒
壊
し

た
の
は
、
近
く
の
木
の
根
に
よ
っ
て
基
礎
が

傾
い
て
い
た
た
め
と
み
ら
れ
ま
す
。
笠
と
呼

ば
れ
る
部
分
は
基
礎
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
と
こ
ろ
に
落
ち
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の

燈
籠
は
現
在
は
き
れ
い
に
修
復
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

富
岡
八
幡
宮
（
富
岡
1
―
20
―
3
）
で
も
、

永え
い

昌し
ょ
う

五ご

社し
ゃ

稲
荷
神
社
前
の
石
造
燈
籠
で
倒
れ

た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
富
岡
八
幡

宮
の
「
石
造
鳥
居　

文
化
2
年
在
銘
」（
区

登
録
有
形
文
化
財　

建
造
物
）
は
、
鳥
居
の

一
番
上
の
笠か

さ

木ぎ

が
正
面
向
か
っ
て
右
側
に

３
㎝
程
ず
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
写
真
2
）。

笠
木
は
か
な
り
の
重
さ
が
あ
り
、
し
か
も
繋

ぎ
目
は
セ
メ
ン
ト
で
補
強
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
鳥
居
は
西
を
向
い
て
建
っ
て
お
り
、

笠
木
は
南
北
方
向
を
向
い
て
い
ま
す
。
今
回

の
地
震
で
江
東
区
域
は
南
北
方
向
に
大
き
く

揺
れ
た
た
め
、
笠
木
は
そ
の
揺
れ
を
ま
と
も

に
受
け
て
し
ま
い
、
ず
れ
て
し
ま
っ
た
も
の

と
み
ら
れ
ま
す
。
落
下
し
な
か
っ
た
の
は
不

幸
中
の
幸
い
で
し
た
。
震
災
後
倒
壊
防
止
の

た
め
、
鳥
居
全
体
が
ロ
ー
プ
と
金
属
パ
イ
プ

で
固
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
元
通
り

に
修
復
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
鳥
居

は
文
化
2
年
（
１
８
０
５
）
に
富
岡
八
幡
宮

の
三
の
鳥
居
と
し
て
境
内
の
参
道
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
が
、
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
の

関
東
大
震
災
で
倒
壊
し
、
大
正
14
年
に
現
在

地
に
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
柱
に
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
今
回
被
害
を
受
け
た
文
化
財
の
中
で

最
も
サ
イ
ズ
が
大
き
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

石
造
狛
犬
も
重
量
の
あ
る
文
化
財
で
す

が
、
冬
木
弁
財
天
（
冬
木
22
―
31
）
の
「
石

造
狛
犬　

一
対
」（
区
登
録
有
形
文
化
財　

彫
刻
）
は
、
今
回
の
地
震
で
動
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。
写
真
3
を
よ
く
見
る
と
、
狛
犬
が

前
に
４
㎝
程
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
狛
犬
は
頭
部
の
あ
る
方
が
南
側
で
す
の

で
、
富
岡
八
幡
宮
の
鳥
居
と
同
様
に
、
南
北

方
向
の
揺
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
強
く
受
け
て

表 1　屋外にある文化財の被害状況
　　　　 調査対象 計572件 割合（％）
被害無し 531件 92.8
倒壊 11件 1.9
一部破損 5件 0.9
修復中 4件 0.7
修復済 17件 3.0
その他 4件 0.7
倒壊から修復済まで被害文化財 37件

表 2　被害状況の内訳
　  　 　 被害文化財 38件 割合（％）

石造燈籠
倒壊 23件 60.5
一部破損 3件 7.9

墓石
倒壊 2件 5.3
一部破損 1件 2.6

石造鳥居
倒壊 0件 0
一部破損 2件 5.3

石造玉垣 倒壊 1件 2.6

石塔
倒壊 2件 5.3
一部破損 3件 7.9

石造狛犬 一部破損 1件 2.6
1 件の文化財で関連石造物 2件が倒壊した
ケースがあり、合計は 38件となった。

東
日
本
大
震
災
被
害
報
告

区
指
定
・
登
録
文
化
財
の

東
日
本
大
震
災
被
害
報
告

写真1　志演神社の灯籠（4月26日撮影）

写真2　富岡八幡宮の鳥居（5月6日撮影）
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し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

狛
犬
の
台
座
の
く
ぼ
み
が
浅
か
っ
た
こ
と
も

影
響
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
な
お
、
こ
の

狛
犬
は
後
日
、
氏
子
の
方
々
の
手
に
よ
っ
て

無
事
元
の
位
置
に
戻
さ
れ
ま
し
た
（
写
真

4
）。

　

震
災
で
被
害
を
受
け
た
文
化
財
の
中
に

は
、
修
復
を
待
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

浄
心
寺
（
平
野
2
―
4
―
25
）
に
あ
る

「
三み

沢さ
わ
の

局つ
ぼ
ね

墓
」（
区
登
録
史
跡
）
は
、
震
災

前
は
写
真
5
の
よ
う
に
墓
石
や
燈
籠
、
玉
垣

な
ど
が
建
っ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
に
よ
っ

て
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
写
真
6
）。
現

在
、
浄
心
寺
で
は
修
復
の
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
墓
石
な
ど
は
一
時
的
に
境
内

の
安
全
な
場
所
に
移
さ
れ
て
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

成
じ
ょ
う

等と
う
い
ん院（
三
好
１
―
６
―
13
）
に
あ
る
「
紀

伊
国
屋
文
左
衛
門
墓
」（
区
登
録
史
跡
）
は
、

墓
石
は
無
事
で
し
た
が
、
墓
域
を
囲
ん
で
い

る
玉
垣
が
震
災
に
よ
っ
て
一
部
倒
壊
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
玉
垣
は
一
部
が
か
け
る
と
強

度
が
大
幅
に
落
ち
る
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は

残
っ
た
玉
垣
も
倒
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
以
上
倒
れ
な
い
よ
う
に

ロ
ー
プ
で
補
強
さ
れ
て
い
ま
す
。
墓
域
は
現

在
黄
色
の
テ
ー
プ
で
立
ち
入
り
禁
止
の
措

置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
7
）
が
、
事

前
に
成
等
院
に
連
絡
す
れ
ば
、
安
全
に
注
意

し
な
が
ら
お
参
り
で
き
ま
す
。
充
分
な
安
全

を
確
保
す
る
に
は
玉
垣
全
体
を
改
修
な
り
撤

去
な
り
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
以
前
の
よ

う
に
自
由
に
お
参
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
に

は
、
今
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

玉
垣
は
他
の
寺
院
で
も
倒
壊
し
た
事
例
が
あ

り
、
地
震
に
は
あ
ま
り
強
く
な
い
よ
う
で
す
。

　

区
内
で
も
地
域
に
よ
っ
て
揺
れ
の
強
弱
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
浅せ
ん
げ
ん間
神
社
（
亀
戸
9

―
15
―
7
）
で
は
、
境
内
整
備
の
折
に
石
造

物
の
補
強
工
事
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
区
登

録
・
指
定
文
化
財
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
文
化
財
に
つ
い
て
も
、
地
震
に
対
す

る
日
頃
か
ら
の
備
え
が
大
切
な
よ
う
で
す
。

　

今
回
、
屋
外
に
あ
る
区
指
定
・
登
録
文
化

財
５
７
２
点
の
全
て
の
現
況
を
確
認
し
て
保

護
し
て
い
く
上
で
、
文
化
財
保
護
推
進
協
力

員
の
み
な
さ
ま
の
お
力
添
え
が
大
変
心
強
い
も

の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
文
化
財
保
護
推
進
協
力
員

の
み
な
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

中
西　

崇
） 写真7　紀伊国屋文左衛門墓　入口（4月13日撮影）

写真3　冬木弁財天の狛犬吽像（4月23日撮影）写真4　冬木弁財天の狛犬吽像（修復後）

写真5　三沢局墓（平成6年12月4日撮影）

写真6　三沢局墓（平成23年5月20日撮影）
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現
在
の
砂
町
・
大
島
を
中
心
と
す
る
地
域

の
大
半
は
宅
地
や
工
場
地
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
か
つ
て
は
農
村
地
帯
で
し
た
。
今
は
城

東
地
区
に
田
畑
の
広
が
る
風
景
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
残
さ
れ
た
記
録
や
文
化
財
に
そ
の
名

残
り
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
ま
す
。
本
シ

リ
ー
ズ
で
は
、
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ
た
城

東
の
村
々
の
歴
史
を
、
文
化
財
や
歴
史
資
料

と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

江
東
区
域
の
開
発

　

亀
戸
の
一
部
を
除
く
江
東
区
域
の
大
半

は
、
江
戸
時
代
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
新
開
地

で
、
そ
れ
以
前
は
大
部
分
が
干
潟
や
小
島

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
開
発
の
契
機

は
、
天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
の
徳
川
家

康
の
江
戸
入
府
で
、
同
年
に
は
行
徳
（
市
川

市
）
と
の
舟
運
の
確
保
を
目
的
と
し
た
と
い

わ
れ
る
小
名
木
川
が
開
削
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
天
正
年
間
に
小
名
木
川
村
、
慶
長
元
年

（
１
５
９
６
）
に
は
深
川
村
や
海
辺
新
田
の

開
発
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
も

埋
め
立
て
や
開
発
が
進
め
ら
れ
、
寛
永
年
間

（
１
６
２
４
〜
１
６
４
４
）
に
は
深
川
猟
師

町
（
永
代
付
近
）
や
、八
右
衛
門
新
田
（
北
砂
）

が
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
昔
の
地
域
の
様
子
を
知
る
に
は

地
図
を
見
る
の
が
早
道
で
す
。
し
か
し
、
江

戸
時
代
の
初
め
に
は
、
江
戸
を
描
い
た
絵
図

に
江
東
区
域
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
ず
、
当
時

の
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
当
初
、
隅
田
川
東
岸
地
域
は
江
戸
の

中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

　

し
か
し
、
明
暦
3
年
（
１
６
５
７
）
に
江

戸
の
大
半
を
焼
き
尽
く
す
明
暦
の
大
火
が
お

こ
り
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
武
家
屋
敷

や
寺
院
、
町
屋
が
江
戸
の
周
辺
に
移
転
し
、

深
川
地
区
は
再
開
発
さ
れ
て
町
場
化
が
進
み

ま
し
た
。
こ
の
時
の
埋
め
立
て
に
は
、
水
路

掘
削
や
自
然
堆
積
し
た
河
川
の
土
砂
な
ど

が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
寛
文
11
年

（
１
６
７
１
）
板
行
の
「
深
川
本
所
浅
草
図
」

で
深
川
も
絵
図
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

元
禄
期
（
１
６
８
８
〜
１
７
０
４
）
に

は
、
江
戸
の
ゴ
ミ
を
利
用
し
た
埋
め
立
て
地

域
が
さ
ら
に
拡
大
し
、
十
五
万
坪
（
木
場
）・

六
万
坪
（
東
陽
）
な
ど
が
造
成
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。

　

一
方
、
城
東
地
区
も
砂
村
（
現
砂
町
地
域
）

を
中
心
に
新
田
開
発
が
進
行
し
ま
し
た
。
万

治
2
年
（
１
６
５
９
）
に
、
砂
村
新
田
が
開

発
さ
れ
た
ほ
か
、
治
兵
衛
新
田
・
太
郎
兵
衛

新
田
・
八
郎
右
衛
門
新
田
な
ど
多
く
の
新
田

村
が
、
元
禄
10
年
（
１
６
９
７
）
の
検
地
ま

で
に
は
成
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明
和
年

間
（
１
７
６
４
〜
１
７
７
２
）
に
平
井
新
田

（
東
陽
・
南
砂
付
近
）
が
開
か
れ
、
江
戸
時

代
の
開
発
は
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
。

城
東
地
区
の
農
産
物

　

開
発
で
成
立
し
た
城
東
の
村
々
は
、
大
都
市

江
戸
の
近
郊
農
村
と
し
て
、
畑
作
を
中
心
と
す

る
新
鮮
な
野
菜
の
供
給
地
と
な
り
、
農
産
物

は
江
戸
市
民
の
食
卓
に
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

品
目
は
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
・
ネ
ギ
・
イ
ン

ゲ
ン
・
葉
菜
類
な
ど
で
す
。
名
産
品
も
生
ま

れ
、
亀
戸
・
大
島
で
は
亀
戸
大
根
、
砂
村
で

は
砂
村
ネ
ギ
・
ス
イ
カ
な
ど
が
有
名
で
し
た
。

　

ま
た
、
野
菜
の
促
成
栽
培
も
行
わ
れ
て
お

り
、
温
室
栽
培
に
よ
っ
て
出
荷
時
期
を
早
め

る
方
法
は
、
中
田
新
田
（
東
砂
）
の
松
本
久

四
郎
が
始
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
砂
村

産
の
季
節
を
先
取
り
す
る
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・

イ
ン
ゲ
ン
な
ど
は
、
高
級
な
初
物
と
し
て
江

戸
の
料
理
屋
に
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

近
代
以
降
の
発
展

　

明
治
以
降
も
城
東
地
区
の
農
業
は
盛
ん

で
、
東
京
へ
新
鮮
な
野
菜
を
供
給
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
明
治
末
年
ご
ろ
か
ら
は
小

名
木
川
な
ど
の
川
や
堀
沿
い
を
中
心
に
工
場

が
進
出
し
、
住
宅
も
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

砂
町
地
域
で
は
戦
後
ま
で
耕
地
が
残
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
も
次
第
に
減
少
し
て
い
き

ま
し
た
。
昭
和
以
降
に
は
、
農
産
物
の
内
容

も
野
菜
そ
の
も
の
か
ら
ネ
ギ
や
ニ
ン
ジ
ン
な

ど
の
種
子
栽
培
に
変
化
す
る
な
ど
野
菜
供
給

地
と
し
て
の
性
格
は
薄
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
城
東
地
区
で
農
村
風
景
を
目

に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
に
残

さ
れ
た
石
碑
や
史
跡
、
江
戸
時
代
の
絵
図
な

ど
に
そ
の
痕
跡
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
普
段

何
気
な
く
歩
い
て
い
る
街
な
か
に
残
さ
れ
た

地
域
の
歴
史
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
文
化
財
専
門
員　

斉
藤
照
徳
）

江
東
区
の

  
開
発
の
歴
史

城
東
の
村
を
歩
く
①

江
東
区
の

  
開
発
の
歴
史

城
東
の
村
を
歩
く
①

東都近郊図　部分（文政13年、1830）

砂町の農村風景（昭和30年頃）


